
４．震災後の地域ケアー
見守りによる社会的孤立防止
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被災地における社会的孤立

• 仮設住宅の退去者が多くなり、残された住民
の孤立感は増している

• 復興住宅や自力再建者は、転居先での新た
なコミュニティづくりが課題となっている

• 震災関連死が増加している
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人的見守り

• 民生委員の被災率が高く、組織の再構築の
半ば（高齢民生委員に頼まざるを得ない）

• 生活支援相談員・仮設住宅支援連絡員等
は、有期雇用で不安定、専門性がない者が
多い、自らが被災者でありながら被災に関す
る相談を受けるために、ストレスが高く抑うつ
的

∴被災者の見守り体制は再構築が必要
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ＩＣＴ活用見守り

• 外部からの支援組織が個々バラバラにシス
テムを導入（釜石市では3大学が別々の地区
を支援）

• 企業・大学等が支援実績を求めるため、他機
関との連携をのぞまない場合が多い

∴ 地域全体の見守りネットワーク形成を阻害

• 被災後4年がたち、運営コストが少なくなって
きている
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∴多層的見守りネットワークの形成

２つのネットワーク形成を同時に行う

• 人的見守りネットワークの再構築に

• ＩＣＴ活用見守りネットワークを一元的・包括的
にする（ポータルサイトの構築）
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釜石市鵜住居町仮設住宅団地
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（参考）釜石市鵜住居サポートセンター
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釜石市鵜住居地区における見守り体制
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見守りサーバー

見守りアプリ

2.[自動発信]生活行動データの統合①
(利用状況/電池残量/歩数目標)

情報の蓄積・統合

見守り対象者の家族

4.[自動発信]生活行動データの統合③
(交通機関、店舗)

3.[自動発信]生活行動データの統合②
(AQUOSテレビ)

5.[他者発信]見守り結果の統合
協力者アプリ

見守り協力者
（支援員/民生委員/配達業者）

SHARP
AQUOS

見守り対象者

見守り対象者見守り対象者

社会福祉法人や役場、
投薬支援者など

データの参照、分析

見守り対象者
ぽちっとらいふ
専用通信機器

６.「いわて”おげんき”みまもりシステム」連携
(げんき/少しげんき/わるい/

話したい/頼みたい)

７.「ぽちっとらいふ」連携
(血圧/脈拍/血統/体重/歩数)

８.「緊急通報システム」連携
(緊急通報・お元気発信した内容)

緊急通報装置

いわて“おげんき”みまもりシステム ぽちっとらいふシステム 緊急通報システム

おげんき発信

見守り対象者



６．生活支援型見守り
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一体化

• 安否確認＝(異変への）気づきのネットワーク

+

• 発注＝（生活）支援のネットワーク

↓

高齢者支援型コミュニティづくり

地域包括ケアシステム
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㈲まごのて

１．げんき
２．少しげんき
３．わるい毎日の能動的な安否発信

注文（弁当・洗濯・介護用品等）

生活支援サービスを届ける際に対面安否確認

おげんき発信

別居親族

みまもり情報を電
子メール送信

「わるい」・未発信は電話・訪問で確実な確認

高齢世帯

みまもり情報を
適宜提供

注文・相談発信

オプション

医療・福祉サービス提供

医師・ケアマネ

見守り・
生活支援

タブレット活用

おうちでまごのて 見守り
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クラウドサービス

施設管理者向けWEB管理画面

配達員向け登録画面 高齢者向けアプリ画面
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システム構成

おげんきの登録
各種サービスの依頼
施設からのお知らせ表示

見守り


